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概要：

地すべりや地表の侵食、樹木や作物の倒伏などのリスクを評価し、軽減するためには、根-土接触現象の
力学的応答を正確に予測することが必要である。本論文では、幾何学的に複雑な根-土接触問題に対する信
頼性の高い予測を得るために、安定化NTSアルゴリズムを提案するとともに、その解析パラメータの計測方
法から実問題への適応性までを一貫して検証した。提案されたアルゴリズムは、NTSアプローチにおけるペ

アリング非一意性の問題を防ぐことを目的とする。本提案手法に基づき、要素試験としての抜根試験と、植
物個体スケール問題としての根水平載荷試験の再現計算を行い、本提案手法の精度と適用性を検討した。



問題設定および支配方程式

接触面に弾塑性構成則を導入し、すべり・剥離を表現

Node-To-Segment法により接触判定
>> 従来法では接触面が一意に決定されない。

精度と安定性を両立したスキームを目指し
>> 接触面を一意に決定できる
>> アルゴリズムを提案

新たに提案された接触面判定式

>> 弾性(Stick)構成則

>> 降伏条件に基づく
>> すべり条件式



根-土接触解析結果と要素試験・室内試験結果との比較分析
要素試験と再現試験の比較 根系支持力試験の再現計算

変位-せん断応力関係が
要素試験と整合

特に、最大せん断応力を
高精度に再現

根系の構造を再現し、
高精度な再現に成功

偏差応力分布

根基部を水平左側へ
引く時、主根および
反対側側根周辺に
せん断応力が集中

変位-支持力関係

室内載荷試験と比較
して、定量的に整合した
結果が得られた。

植物体を用いて室内試験を準備

変位-せん断応力関係

載荷条件および境界条件

植生の補強効果の利活用や、
最適根系構造を数値的に探索
する技術へ発展する可能性


